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実際の指導・援助にあたっては、アセスメント（キーワード解説：アセスメントの視点参照）

をもとに、教職員や保護者が役割分担に基づき、統合的にかかわることが有効です。そのために、

チームで取り組むための校内連携体制をつくり、機能化させていくことが不可欠です。具体的に、
次の点を考慮して取り組みます。

１ チームでの指導・援助の意識化と共通理解 ３ 機動チームと支援チーム
チームで取り組む校内体制をつくり、定着させて チームを「教師が主体となり、保護者やスク

いくためには、まずはその必要性や意義を意識し、 ールカウンセラー等と協働しながら児童生徒の

共通理解していくことが必要です。理論的にも経験 指導・援助にあたるチーム」ととらえます。

的にもチームで取り組むことが有効であることを全
教職員に示していく必要があります。

機動チーム
チームには、少人数で構成し機動的

に集まり指導・援助核となるチーム

チームで取り組む意義

◇ 多面的なアセスメントができる 多くのメンバーにより構成され、機

◇ 多様な資源の発見・活用ができる 支援チーム 動チームに対して大所高所から助言、

◇ 学校としての指導・援助の公平性や整合性 適切にリードするチーム

に配慮できる

◇ 独断に陥らず、責任ある教育的判断ができる
◇ 役割分担を明確にできる

▲たまたま熱心な人がいたから、教職員の個人的、

恣意的な判断で行ったり行わなかったりするも

のではありません。

◎分掌上の職務としてチームでの対応を図り、そ

こに参加します。「チームで対応することにな
っている」ということが必要です。

２ チームでの取組を組織化するステップ
〔１年目〕

児童生徒の指導・援助ニーズを把握した

教職員による情報提供を受け、教育相談担

当者はメンバーを集めて会議をもちます。
ここで機動チームが動き出すことになりま

す。

会議でアセスメントを図り、具体的な対

応策を決めます。役割分担をはっきりさせ

ることがポイントです。また、必要に応じ
てメンバーを拡大したり、支援チームにつ

なげていきます。会議で決まったことは、

〔２年目〕 学年会に報告し、チームの活動が見えるよ

うにしていくことも大切です。本格的な組織づくり
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・年度末反省会や年度初めの職員会議等

でチームで取り組む方針を説明する。
・すぐに全員が納得するとは限らない。

賛成者が何人かいればよい。

年度当初の職員会議等でチームで取り組む校
内体制づくりの具体的方法等を提示する。

方針の提示

共通理解

モニター的

な実践の積
み重ね

・一事例でもいいからチームでの取組を
実践してみる。

・結果が思わしくなくても、チームで取
り組むメリット（安心感や負担の軽減

等）をフィードバックしてもらう。

評価・フィ
ードバック

・実践を通して得られた実践知やエピソ

ード等を紹介する。
・成績会議や年度末反省会等でチームで

取り組んでよかった点、課題等を全職員
に伝える。

機動チームの実際
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４ コーディネート活動と効率的なチーム会議

○ 教育相談係などチームでの取組を進めるコ

ーディネーターとなる教師は、関係者との

間でこまめに情報を収集・提供し合い、機

動的にチームの会議を招集します。

○ 校内連携のみならず、専門機関等、さまざ
まなな関係者をつなぐ役割を担います。

○ 会議を開くための日程や時間調整、あるい

は会議時間の管理、会議の司会進行等のさ

まざまな調整はきわめて大切な役割です。

＜支援チームの機能＞ ○ チームの会議を招集し、効率的なチーム会

■ 機動チームに助言、指導し、支える 議にするために、コーディネート活動の充

■ 他の機動チームとの整合性を保つ 実が不可欠です。

■ 機動チームの恣意性や密室性を防ぐ
■ 機動チームを管理職が全体的に把握する

■ 評価や実践知を全職員にフィードバックする

○ チームでの話し合いを焦点化し適切に進め

◆支援チームには、次の二つのタイプが想定され るためには、「シート」を用いて司会進行

ます。 することが有効です。

○ 話し合いは、多忙な教職員が、ちょっとし

■ 「機動チーム拡大型」 た空き時間を利用して機動的に集まれるよ

機動チームメンバーに、管理職以下、関 うに、短時間（20～30分）で済ませられる
係する教職員やスクールカウンセラー、 ことが理想的です。

保護者等を加えて個々の事例ごとに、臨 ○ ケースの困難さ等によってはかなり時間を

機応変的に開かれるチーム かけざるを得ない場合もあります。そうで

→きめ細かい支援が可能だが、メンバーの なくても初回の会議は多くの時間を要する

時間的な負担は大きい。 傾向にあります。しかし短時間で終える工

夫はメンバーの負担を軽くし、会議の維持

■ 「委員会型」 を図るために不可欠といえます。

運営委員会や生徒指導委員会、あるいは
教育相談委員会等のメンバーで構成し、

機動チームのメンバーの一部が加わり、 ○ チームでの会議で決定した対応策は、実施

定期的に開かれるチーム 後効果を評価して、次の指導・援助に生か

→効率的な支援が可能であるが、事例ごと します。

のきめ細かい支援は難しい。 ○ 指導・援助の終結にあたっては、これまで

の指導・援助を振り返り実践を通して得ら

れた経験知や学校としての問題・課題とな

る点についても、全職員にフィードバック
することが重要です。

◎ 一つの実践経験が別のケースでのかかわり

に生かされたり、特定の教職員の実践経験

が他の教職員の実践に役だったりします。

◎ 児童生徒の不適応状態をとおして学校体制

や児童生徒等に対する教職員のかかわり方

を見直す視点が得られ、よりよい学校づく
りにつながる意義があります。

↓↓

↓↓

★学校全体の実践力が向上する。

▼ △ ▼ △

【参考文献】 岩手県立総合教育センター教育相談室『学校不適応児童生徒に対する指導・援助に関する研究』，2007
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委員会型チームの例

コーディネート活動の充実

効率的なチーム会議の方法の充実

指導・援助の評価やフィードバックを図る


